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＜連絡事項＞

・井上　和美様～本日歯科受診されています。歯周病の悪化予防の為、ブラッシングの指
　　　　　　　　導を継続していきましょう。次回受診日は、10月18日。10:30からの診察予定です。
・畑山　勝司様～外出訓練・金銭管理について、目的・やり方等を姉様に説明しています。

生活保護入金の為の通帳は今後、本人管理とし、医療外経費やアパート

代はその通帳から引き落として本人が支払うこととなります。社会復帰

に必要なスキル習得を、担当スタッフをメインにして指導・バックアッ

プしていきましょう。
・宮本　建蔵様（西）～疥癬疑いにて東Ａ転出。東病棟9時30分にバルサン使用しています。午後14時15分西病棟15時30分南病棟もバルサン使用しています。手洗い・携帯用手指消毒を徹底し、撲滅・予防しましょう。

《畑山　勝司様のSST参加状況》

北病棟転入以来、本日初めてのSST参加となっています。北病棟のSSTでの場の雰囲気や、グループの特徴、畑山様の現状のレベルをつかんで頂く為、見学をして頂いています。

実際の参加はBグループで行なっています。こちらからの問いかけに対しては、目を合わせる事はないも、適切な内容で返答することできています。途中退席なく、落ち着いて参加する事できています。問いかけには反応良好ですが、下を向いている事多く、他患者様の発表に目を向けること少ないです。より良いコミュニケーション習得にて、確実なスキルアップと、意識改善の為、Cグループからのスタートとし、段階を踏んで除々にレベルを上げていく様検討していきましょう。

≪グループワーク・学術研究発表進行状況≫

当病棟では、社会復帰病棟の一環として、患者様自らが薬を管理している方が多数いっらっしゃいます。服薬の自己管理に関しては、誤薬の無い様に、服薬後のチェック表を用いるなど、これまでにも再三の努力をしてきました。にもかかわらず、今年度も残念ながら数件の誤薬発生となっています。その原因は、主として看護サイドに関わることは明らかですが、患者様の服薬に関する意識を、より、高める必要があることも課題として挙げられます。よって、このことに重点を置き、今回の学術研究発表では、患者様の服薬に対する意識～誤薬（忘薬）を予防する為にをテーマとし、9月に抄録提出しています。現在、服薬自己チェック表と薬包空ボックスを実施し、研究中です。同時に、ポスターと、読み上げ原稿の作成にも取り組んでいます。　

《薬のセットについて》
　服薬自己管理をされている患者様のセットの確認時は、薬包が謝って破れていないかどうかの確認を徹底しましょう。万が一、破れていれば、薬を落としたり、なくしたりと、誤薬を生じる危険性があるので、各勤務帯で注意しましょう。


































